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学びの保障アンケート結果について 

 

 須坂市で実施した「学びの保障」に向けたアンケートにご協力ありがとうございました。休校

中の対応に関して、たくさんの励ましのメッセージ・ご助言・ご意見をいただき、ありがとうご

ざいました。 

 また、保護者の皆様には、休校対応中はご不安やご心配をおかけしたこと、たくさんのご協力

をいただいたことを、あらためて知ることができ、ご家庭のご協力に心より感謝申し上げます。

いただいたご意見等は今後の参考にさせていただき、活かしてまいりたいと思います。 

  

１ アンケート集計結果 
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２ 臨時休業中の課題（家庭学習ﾌﾟﾘﾝﾄ）について 

（１）家庭学習の量について 

家庭学習の量が少ないという意見と多いという意見の両方がありました。ちょうどよい量と答

えた保護者は全校で 72.9％、児童は 75.3％です。保護者の意見では「時間がありすぎるからもっ

と宿題を出してほしいです」「宿題ならやるので多くしてください」「量はちょうどよかったです。

もっとやりたい分をﾌﾟﾗスしてほしいです」などがありました。児童の回答でも「量が多すぎた」

「漢字の宿題をもっと出してほしかった」など両方の意見がありました。 

・課題の内容や分量については児童の力を伸ばすためにｱﾝｹｰﾄ結果をもとに学年でよく検討して

実施していきます。 

・提出日をもっと設定してほしいというご意見が複数ありました。もし今後臨時休業、分散登校

の対応になった場合、外出の回数を減らすことを考慮しながらも密にならない方法で提出日を設

定します。 

・「自分で計画が立てられない」というご意見が多くありました。担任からのﾌﾟﾘﾝﾄ学習の指針、

日付、ﾁｪｯｸ表などは良かったということなので学年の段階に応じて支援をしながら一歩一歩、自

分で計画が立てられる力をめざしていきたいと考えています。 

 

（２）家庭での生活について 

「家ではなかなか集中が続きませんでした」「宿題の答え合わせや学習の確認などは難しいです」

などのご意見がありました。「先生と教え方が違うのではないか」と、特に予習的学習について教

えることに不安があるというご意見もありました。時間割があって集団で生活している学校での

生活同様に過ごすことは難しい面があるかと思います。しかし、日頃から子どもが自ら計画的に

学習を進められるように日常的に計画を立てることを意識させていきたいと思います。 

・「自分でﾄﾞﾘルに取り組んでいた」という高学年の姿もありました。課題を終えたら何をやるか

自分で決めて取り組めるように、学年に応じて自主学習を取り入れています。児童が自分で計画

を立てて進める学習のやり方についても充実させていきたいと考えています。 

 

３ オンライン・ＩＣＴ活用について 

「ICT 機器等を使った家庭学習に意欲をもって取り組んでいましたか」の質問に保護者の方は全

校で 42.６%、児童は 79.2％（6 年生 91.4％、2 年生 86.4％）が「はい」と答えています。e ﾗｲﾌﾞ

ﾗﾘに意欲をもって取り組めたと答えた児童は全校で 43.8％（5 年生 84.6％）です。「自主学習で自

分が知りたいことをｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使って調べた」という児童もいます。ｵﾝﾗｲﾝ支援は学校に行かれず

不安があった時にとても良かったというご意見を多数いただきました。ｵﾝﾗｲﾝでの学習をもっとや

ってほしいという意見も複数ありました。「ｵﾝﾗｲﾝで先生や友達とつながることは適度な緊張感と

楽しみがあり先駆けて試行していただけたことには感謝いたします」という意見もありました。

先生や友との交流はやはり重要なことが分かりました。ｵﾝﾗｲﾝも ICT 機器の活用も保護者がいな

い時には難しいというご意見もあり、今後の扱い方には工夫が必要だということも分かりました。

国の GIGA ｽｸｰﾙ構想により来年度から一人一台のﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末を使用できるようになります。ｵﾝﾗｲ

ﾝの活用については試行を重ね、ｵﾝﾗｲﾝ授業についても研究を進めてきたいと思います。 



 

４ おわりに 

 井上小の子どもたちは素直な子どもたちで、一生懸命に課題に取り組めるという認識は職員に

共通しています。さらに主体的に学習活動に取り組めるように力を伸ばしていきたいと思います。 

「学校のありがたみを感じました」「学校に通えるありがたさを痛感した 3 か月でした」「今回

今まで学習環境を学校などに任せきりにしていたことを親も反省しました」「分散登校になってか

らはやる気が出てきました」などのご意見から学校の必要性や役割を改めて見つめ直しまた。子

どもたちの成長を願い皆で知恵を出し合ってこの困難に対応していかなければならないと思いま

す。 

ＩＣＴ活用については日頃から「みらいｽｸｰﾙ」を用いた授業、ﾃﾞｼﾞﾀル教科書を使った授業に取

り組んでいます。ﾀﾌﾞﾚｯﾄを活用した授業の取り組みも進めています。ｵﾝﾗｲﾝ学習についても方法や

内容について今後も継続して取り組んでいこうと考えています。 

 

いただいたご意見を大切に、様々な状況に柔軟に対応できるように備えをしていきたいと思い

ます。これからもご協力・ご支援をお願いします。 

ｱﾝｹｰﾄにご協力ありがとうございました。 

 


